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【改訂】第 1 版（2011-03-16）
【科目】環境都市工学概論
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】前期・1 単位
【対象学科・専攻】環境都市工学科・1 年次
【担当教員】

森田 哲夫
田中 英紀
脇田 英治
三上 卓
阿部 博
宮里 直樹

【授業目標・教育方針】
環境都市工学に関連する技術・学問等を概論的に紹介することにより、学生が、環境都市工学科の 5 年間に学ぶ分野
の全体像を知ることを目標とする。本科目は、特に「環境」「都市」「防災」に焦点をあわせた内容としており、学生
は人と自然の調和を視野にもつ 21 世紀の技術者像を具体的に知ることができる。本科目を修得することにより、環境
都市工学科における 5 年間の学習に、学生が目標を持って取り組むことを期待している。

【授業概要】
環境都市工学の全体像を広く紹介するため、学科所属の 6 名教員が担当し、講義、実験、演習により授業を進める。
森田教員は、私たちが生活する都市を観察する目を養うための講義を行う。田中教員は、都市を支える建設材料とそ
の環境技術について講じる。脇田教員は、地球環境問題の現状と解決策について講じる。三上教員は、都市と都市を
つなぐ橋の歴史と技術、地震被害について講義する。阿部教員は、地震時の共振現象、液状化現象について実験を交
えながら講じる。宮里教員は、私たちの生活に欠かせない水とその技術について講義する。また、適宜、環境都市工
学の分野構成、資格制度についても紹介する。

【教科書・教材・参考書 等】
各教員の指示による。教科書を指定せず、教材としてプリント類を使用する。

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
ビデオ等を利用する。

【成績評価方法】
［前期］中間試験：40%，期末試験：40%，レポート：20%，その他：森田教員、田中教員、脇田教員は、前期中間試
験までの授業を担当し、期末試験 40%、レポート（演習、感想文等）10% で評価する。三上教員、阿部教員、宮里教
員は、前期中間試験以降の授業を担当し、中間試験 40%、レポート（演習、感想文等）10％で評価する。

【本校の学習・教育目標】
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．

【授業計画】（授業名：環境都市工学概論）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

1 ガイダンス（森田） ガイダンス、都市と環境
2 都市を観察する（森田） (1) 都市の魅力
3 都市を観察する（森田） (2) まちづくりと交通
4 都市を支える（田中） (1) 建設材料
5 都市を支える（田中） (2) 環境負荷低減技術
6 地球環境問題（脇田） (1) 現状と今後の課題
7 地球環境問題（脇田） (2) 問題の本質と解決策
8 中間試験
9 地震の被害（三上） 東北地方太平洋沖地震等
10 都市をつなぐ（三上） (1) 橋の歴史
11 都市をつなぐ（三上） (2) 橋の技術
12 都市を守る（阿部） (1) 地震時の共振現象（実験を含む）
13 都市を守る（阿部） (2) 地震時の液状化現象（実験を含む）
14 環境と生きる（宮里） (1) 安心な水を得るために
15 環境と生きる（宮里） (2) 安全な生活のために
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